











































○霞のそこにうつろひて― 「霞の底」 については、 別本 『抄』 に 「か










 和歌文学大系 『新勅撰和歌集』 （中川博夫氏、 明治書院 ・ 二○○五年）































































































いる。 「はれやらぬ」には雪の晴れる間がないことにくわえて、心が晴れない意味も含まれているだろう。 降りしきる 「雪」 のために 「春の山里」が真白になっていることを「雪にいろづく」と表したもである。
定家の「風に色づく秋の夕暮」と、 良経の「雪に色づく春の山里」
はいずれも「風」 「雪」という無色又は白色の景物 よって全景が染まることを表している。本来 染める「色」とはみなされない無色ないし白色をあえて染め色として捉えて、 「色づく」と詠んでみせたところに表現の新 さがあ といえる。
以上の検討から、 当該歌の下句「雲にいろづくをはつせの山」は、
「ＡにいろづくＢ」の文型をとっていること、 「雲に色づく」もまた「風に色づく」 「雪に色づく」 同様の、定家と良経の新しい表現手法の一例であることを考え と、 〈白雲が初瀬山を彩る〉という（ｅ）の解釈が妥当と思われる。
　　
二、第三句「うつろひて」の解釈
次に上句の検討を行う。 当該歌の第三句 「うつろひて」 関しては、









































「治承題百首」 、 「西洞隠士百首」 、 「正治百首」 、 「千五百番歌合」 、 「老若五十首歌合」といった一連の定数歌におい 、花が散った後の情景を詠み続けている。良経にとって、花が散った後の山の情景を詠むということは、花の歌における、一貫した、重要な主題だったと推測されるのである。
花の「うつろひ」を詠むときは、花を惜しむ気持ちを詠み、花の




































など、雲と霞が山にそろってたなびくものと て捉えられている。当該歌の「霞」と「雲」の位置関係について、従来の解釈は非常にあいまいである いえる。 （ｅ） の 「桜はみな深い霞の底に色あせて、雲に色付く初瀬山」 う解釈は、 「霞の深い底」が初瀬山 何処を表すのか不明 り、この説明では不十分と思われる。
そこで考えたいのが「霞のそこ」という語の表現性である。 「霞
















まってはいない。語と語の形式の発想を漢詩表現から得つつも、和語「そこ」 意味内容を重視し、春の景物とし 又は対象を隠すものとして「霞」の和歌的な情意を生かし、 れぞれの歌人の多様で自由な試みによって新し イメージ 生成をめざすものであるがゆえに広く受け容れられ、流行表現となったものであっ
*
８ 。また、












あさか山霞の谷し深ければ我がものおもひは晴るるよもなし（古今和歌六帖 ・ 二 ・ 山 ・ 谷 ・ 一○一三 ・ 清原深養父、和歌童蒙抄 ・ 谷）





俊成の二首の「霞のそこ」の用例は、 「ふきおろす」 、 「山ふかみ」
など明らかに空間の上下をイメージさせる語を伴うことで、 「霞」に上下の概念を持ち込み、霞に埋もれた谷というイメージを「霞のそこ」の語で表している。
翻って、当該歌の上句「花はみな霞のそこにうつろひて」の「霞































































良経にとって、初瀬山 とは、心の中に思い浮かべ 遙かな空間だっ といえる。
そうした点で、 「霞のそこ」の「そこ」という語が重要な意味を







この（３） （４）の二首は初瀨山 遠望する体で桜の花びらが散った後に白雲が峰に残ることを捉え いる。
ただし表現に注意すると、 （３）は「ながめ 」という語を用い
て桜の「うつろひ」をながめて認識 姿勢 示し、 （４）もまた「まがひし」とい 語を用いて雲と桜 視覚的錯覚を表してい 。しかし当該歌は、下句「雲にいろづくをはつせの山」が主体の視点から認知し得た現在 景を形象するの 対して、上句「花はみな霞のそこにうつろひて」は〈桜が散った〉事実 「霞のそこ に類推するに留めている。すなわち、上句 〈桜が散った〉景と、下句のが認知した初瀬山の雲の景は、助詞「て で承接されることで時間
的経過を表すものの、桜の「うつろひ」の様を主体は関知しえず、初瀬山に立ちこめた「霞」の「そこ」に想像を馳せるのみである。
当該歌の「霞のそこ」について、 （ａ） 『新勅撰抄』は「かすみ深
き中をいふ」 、 （ｂ） 『正路抄』は「霞のふかき いふ」と解釈している。しかし、単 霞の深さをとらえるだけでは解釈としては不十分であろう。
俊成の「霞のそこ」は霞のたちこめた谷を表し、鳥の声などの聴




















のような花の凋落のイメージ 詠んだ歌をふまえ、当該歌においては白雲を桜 形見のように受けとめて、 〈花が散った〉姿を恋しく想像した歌を詠んだものと思われる。
繰り返すように、この歌の表現構造として、花の凋落の現場を主















のごとく西行は煩悩からの目覚めを促す晨朝の鐘の音を受けとめる、心の最も深い次元というものを表す歌を詠み、さらに慈円の歌は、憂き世を厭い逃れることを願う「心のそこ」と、吉野山の「おく」を比べた歌で、 「 とひいづる心 そこ」という心理的な内奥を示す表現が 吉野山の山中深く 具体的なイメージと重ね合わされており 「そこ」と おく」の語 用いて、深い次元にある事柄を空間化して表現しよう する姿勢が見て取れる。「そこ」という語は、 「おく」や「すゑ」などの空間の場所を示す語とともに、眺める主体の存在を前提とした対象の場所を示してる。そのため「そこ」という場所を指示するこ により、そ ような所にあるもの 思い 馳せる主体 姿勢および心の動き 析出する表現である。従って、当該歌の上句「花はみな霞のそこにうつろひて」で表現
された、 初瀬山の峰 桜が、 霞に埋もれた に散るというイメージには、霞に隔てられた初瀬山の谷という遙かな場所へ つろう花に思いをはせる主体の姿勢が立ち現れている るといえる。良経自身の隠遁志向を土台として、花が散った後の情景 詠むという発想をとりいれ、目の前から消えた花に思いを馳せ 主題 展開させて、自分の居るところから遠く離れ 次元に散って った桜への思い 詠んだ歌であるといえる。
良経が、 花の散った後の情景という主題にこだわりつづけたのも、






 引用した和歌の本文は『新編国歌大観』 （角川書店）により、適宜表記をあらため 。良経の和歌本文は片山享『校本秋篠月清集とその研究』（笠間書院・一九七六年）を参照。当該百首の詠作年次については寺田純子『古典和歌論集―万葉から新古今へ―』 （笠間書院・一九八四年）並びに山本一『慈円の和歌と思想』 （和泉書院・一九九九年）参照。
＊２




 佐々木文彦「 「うつろふ」 意味・ 法について」 （ 明海日本語』四・一九九八年三月）
＊５
 佐藤恒雄「新古今的表現成立の一様相（続）―「露のそこなる」をめぐって―」 （ 『藤原定家研究』風間書房 二〇〇一年）
＊６
 山本一「自覚化される詠歌過程―俊恵」 （ 『中世歌人の心―転換期の和観―」世界思想社・一九九二年）は『無名抄』に記され 清輔 へ 俊恵判を考察。芦田耕一「 『清輔集』の成立について」 『 条藤家清輔研究』和泉書院・二○○四年）はこの語に対する清輔の愛着を指摘する。
＊７
 久保田淳『新古今歌人の研究』 （東京大学出版会・一九七三年）は、 「題の文字を廻して詠んだ例」と指摘する。
＊８
 拙稿「歌語「霞のそこ」とはいかなる空間か―俊成・清輔の試みについて」 （ 『武庫川国文』六六号・二○ 五年）参照。説明の必要上、 部重複する所がある。
＊９









と良経」 （ 『西行の和歌の世界』笠間書院・二〇〇四年） 、渡邉裕美子「西行思慕と本歌取― 花月百首』を ぐって」 （ 『新古今時代の表現方法』笠間書院・二○一○年）に詳細な研究がある。
＊




14 西澤美仁「西行の 史的位置―山家集中巻巻末題しらず歌群から―」（ 『論集
　
西行』笠間書院・一九九○年九月） 、 「山里人西行―山家集中巻





15 大野順子「藤原良経の『花月百首』について―初 期における本歌取りの状況を中心として―」 （ 『古代文化』 七巻七号・二○○五年六月）
＊
16 小山順子「藤原良経の漢詩文摂取―初学期から 二夜百首」へ―」 （ 『国語国文』七四巻九号・二○○五年九月）
＊
17 拙稿「歌語「心のそこ」―西行および文治建久期の慈円と定家」 （ 『武庫川国文』六四・二○○四年十一月）参照。
（かばさわ・あや
　
本学非常勤講師）
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